
 

 

 

 

単元に                指導者 呉市立三坂地小学校 碓井 美紀  
日 時  令和元年６月１０日（月） （１３時５５分～１４時４０分） 

場 所  呉市立三坂地小学校  ３年１組教室 

学 年  第３学年１組（男子１５名 女子２０名 計３５名） 

 

 

   

本単元は，学習指導要領の第３学年の内容 

 

 

 

を受けて設定したものである。 

本単元へのつながりとしては，第２学年「かくれた数はいくつ」で加減の逆思考を，「ちがいをみて」で求大・

求小の逆思考を学習してきている。本単元の後，第３学年で乗法の逆思考，第４学年で順にもどして考える考

え方を学習していく。 

  □－（a＋b）＝ｃのような２回の演算が必要な問題を，□を使って計算したり１回の演算で解いたりするの 

ではなく，線分図を用いて２段階文章の構造をとらえて解決することをねらいとしている。 

 

 

 本学級の児童に，単元の目標と関わって，レディネステストを行うと，テープ図を正しくかくことができた

児童は７５％である。テープ図から正しく立式できる児童は６６％であった。 

 また，育成を目指す資質・能力と関わって，逆思考の求算がひき算になる理由を書かせ説明する力を調べる

と，逆思考の考え方で理由を書くことができた児童は２２％であった。 

 

 

  レディネステストの分析から，次の点に課題があることが明らかになった。 

  ○ 線分図，式，場面を関連付けて自分の考えを説明する力 

【指導の工夫】 

① 導入の工夫 

   問題文の提示では，図の出し方を工夫することにより，問題の構造化を図る。 

気付きの交流では，既習内容との違い，問われていること，立式の根拠となる言葉などを出させ，見通し 

を持たせる。 

② 学び合い  

   導入場面や課題解決場面で，ペアやグループで学び合う時間を設定する。学び合いを深めるために，ホワ 

イトボードに図や式や言葉を書く過程で，逆の関係を順の関係に置き換えるようにさせる。線分図を思考の 

道具だけでなく，説明の道具として活用させ，表現力の向上を図る。 

③ まとめと振り返り  

自分の変容，友達と比べて，さらに学びたいこと，生活に広げて，の視点を設定することにより，本単元 

で育成を目指す資質・能力と関わって自己の学びを振り返ることができるようにする。 

 

 

単元について 

児童の実態について 

指導改善のポイント 

第３学年１組 算数科学習指導案 
単元名：かくれた数はいくつ（１）～答えの求め方を線分図にかいて説明できるようになろう～ 

Ａ（２）加法及び減法の計算が確実にできるようにし，それらを適切に用いる能力を伸ばす。 

Ｄ（２）ア 数量の関係を式に表したり，式と図を関連付けたりすることができるようにする。 

本単元育成を目指す資質・能力【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】【主体性・積極性】 



 

【単元の目標】 

 ○ 順思考と逆思考を組み合わせた３要素２段階の問題を解くことができる。 

 

【評価規準】 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技 能 知識・理解 

・絵や図や線分図を使っ

て意欲的に問題解決にあ

たろうとする。 

 

【主体性・積極性】 

・順思考と逆思考を組み合わ

せた３要素２段階の問題の

解決方法が説明できる。 

 

【思考力・判断力・表現力】 

・順思考と逆思考を組み

合わせた３要素２段階

の問題を解くことがで

きる。 

【知識・技能】 

・線分図による数量の関

係の表し方が分かる。 

 

 

【知識・技能】 

 

＜児童と共有し，単元で目指す児童の具体の姿＞ 

資質・能力 評価規準 

知識・技能 線分図による数量の関係の表し方を習得し，それを活用して問題解決をすることが

できる。 

思考力・判断力・ 

表現力 

線分図を活用し，自分の考えを表現することができる。 

主体性・積極性 積極的に自分の考えを説明したり，友達の考えを聞いたりして，問題を解決しよう

としている。 

 

 

 

 

（全２時間）  本時は２／２ 

 

時 

学習内容 

【他教科等との 

     関連】 

評     価   

関 考 技 知 評 価 規 準（評価方法） 適用する 

【資質・能力】 

１ ○加法の順思考と減

法の逆思考を組み合

わせた問題 □－（a

＋b）＝ｃを解く。 

【算数科 第２学年】 

かくれた数はいくつ 

ちがいをみて 

 

◎ 

  

 

 

○ 

・線分図を見て，問題を解くこと

ができている。（発言，ノート） 

【主体性・ 

積極性】 

【知識・技能】  

 

２ ○加法の順思考と加

法の逆思考を組み合

わせた問題 （a＋b）

＋□＝ｃを解く。 

［本時］ 

   

◎ 

 

○ 

 ・線分図を正しくかき，問題の解

き方を説明することができてい

る。（発言，ノート） 

【思考力・判断

力・表現力】 

 

 

 

 

指導と評価の計画 

【
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（１）本時の目標 

 ○ 加法の順思考と加法の逆思考を組み合わせた問題の解き方を，線分図を用いて説明することができる。 

 

（２）本時の学習展開 

 

学習活動 

 

指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した，児童・生徒への指導の手立て（◆） 

 

評価規準 

（評価方法） 

 

○問題を知り，気付きを交

流する。 《問題提示》 

 

・見通しを持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○めあての確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○線分図をかく。 

       

○答えを求める。 

     《自力解決》 

○答えの求め方を話し合

う。  《集団解決》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇問題文の言葉だけでは立式できないことから，線分図の 

必要性に気付かせる。  

 

◇本時で目指す資質・能力を確認する。 

 

 

 

 

 

◆問題文の順に図をかくように確認する。 

 

 

 

◇グループから全体へ，考えの交流を広げさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 気付きの交流と本時のめあての確認。（１０分） 

２ 問題解決をする。（２０分） 

本時のめあて  線分図を使って答えのもとめ方を考え，説明しよう。 

児童の気付き

き あめとガムを買いに行きました。あめは

３０円，ガムは４０円でした。ラムネも

ほしくなって買ったら，ぜんぶで９０円

になりました。ラムネは何円でしたか。 

本時の学習 

 

・主体的に問題と関わらせるため，ペアで気付きを出し合わ

せた後に，全体で気付きを交流する。既習内容との違い，問

われていること，立式の根拠となる言葉などを出させ，解決

への見通しを持たせる。 

 

導入の工夫 

学び合い 

・線分図を思考の道具だけでなく，説明するための道具とし

て活用させ，発表用ホワイトボードに図をかき，図を示しな

がら説明し合うようにさせる。 

・前の問題とちがって，ぜんぶのねだん

は分かっているな。 

・ラムネのねだんが分からないんだな。 

・どういうふうに線分図をかくといいの

かな。 

・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○練習問題に取り組む。 

 

 

○振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇線分図を使うと，逆の関係を順の関係に置き換えて簡単に考えら

れること，まとめて計算する方が簡単なことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇増加法の順思考と加法の逆思考を組み合わせた問題を，線分図に

かいて考えさせる。 

 

◇①自分の変容②友達と比べて③さらに学びたいこと④生活に広げ

て，の視点で振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線分図を正し

くかき，問題の

解き方を説明

することがで

きる。（発言，

ワークシート） 

 

 

 

（３）本時の資質・能力ルーブリック 

 

【思考力・判断力・ 

表現力】 

 

Ａ 線分図を活用し，自分の考えを分かりやすく表現することができる。 

Ｂ 線分図を活用し，自分の考えを表現することができる。 

Ｃ 線分図を活用できず，自分の考えを表現することができない。 

 

予想される考え② 

はじめの代金をまとめてから引く 

３０＋４０＝７０ 

９０－７０＝２０ こたえ ２０円  

 

予想される考え① 

はらった順に引く 

９０－３０＝６０ 

６０－４０＝２０ こたえ ２０円 

まとめ 

・線分図をかくと，ぎゃくに書いてある問題も，じゅんに考えて説明することができる。 

・線分図をかいて，まとめて計算するとかんたんに問題をとくことができる。 

３ 学習のまとめをする。（１５分） 

まとめと振り返り 

   ３０円   ４０円   □円 

 

         ６０円 

    ぜんぶ９０円 

   ３０円  ４０円    □円 

 

        

     ぜんぶ９０円 


